　　　　　富士宮市区誌（史）編さん事業費補助金交付要綱
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和６３年１２月２日市長決裁）
　（趣旨）
第１条　市長は、地域の文化振興を図り、もって生涯学習の推進に資す
　るため、市長が委嘱した自治協力委員の属する区（以下「行政区」と
　いう。）が、区誌（史）の編さん事業を行おうとする場合は、予算の
　範囲内において補助金を交付するものとし、その交付に関しては、富
　士宮市補助金交付規則（昭和５９年富士宮市規則第２号）に定めるも
　ののほか、この要綱の定めるところによる。
　（名称）
第２条　補助金の名称は、富士宮市区誌（史）編さん事業費補助金（以
　下「補助金」という。）とする。
　（補助の対象、補助金の額等）
第３条　補助の対象は、区誌（史）（電磁的記録による物を含む。）の編さんに要する経費とする。
２　補助金の額は、前項の編さんに要する経費の３分の１以内とし、３０万円（１，０００円未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てる。）を限度とする。
３　補助金の交付は、１行政区につき１回とし、既に当該補助金の交付を受けた行政区が名称変更し、分割し、又は統合した場合において、新たに区誌（史）を編さんするときは、交付しない。
　（補助金の交付申請・実績報告）
第４条　補助金の交付申請は、区長が富士宮市補助金交付規則に定める
　書類を添えて市長に提出しなければならない。
２　実績報告書には、富士宮市補助金交付規則に定める書類及び印刷製
　本に要した金額を証明できる書類を添えて市長に提出しなければなら
　ない。
　（雑則）
第５条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。
　　　附　則（昭和６３年１２月２日市長決裁）
　この要綱は、市長決裁の日から施行し、昭和６３年度分の補助金から
適用する。

　　　附　則（平成２１年４月１日副市長決裁）
この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。
